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２００４年１１月１日 

報道関係者各位 

                         双日株式会社 

豊田通商株式会社 

株式会社トーメン 

中国山東省に 

高級綿・Ｔ/Ｃ織物（無地、先染織物）の 

合弁工場 ＜青島即髪龍山染織有限公司＞ を設立 

 

双日株式会社（社長：土橋昭夫、以下“双日”）、豊田通商株式会社（社長：

古川晶章、以下“豊田通商”）、株式会社トーメン（社長：蔭山真人、以下    

“トーメン”）および 大和紡績株式会社（社長：菅野肇、以下“大和紡”）は、

この度、青島即髪龍山投資公司と、中国・山東省即墨市（青島市近郊）に、    

高級綿・Ｔ/Ｃ(ポリエステル／綿混)織物（無地染、先染織物）の生産工場   

（２００５年末稼動予定）を設立する合弁契約書に調印しました。 

  

同生産工場への技術指導に関しては、染色加工分野では、日本でも屈指の   

染色技術を持つ有力染工場が担当し、また、織布分野では、共同出資者でもあ

る大和紡が担当することで、中国において日本製品並の高品質レベル高級綿・

Ｔ/Ｃ織物（無地染、先染織物）の生産を目指します。 

 

― 合弁工場の詳細 ― 

 

・ 名称：   青島即髪龍山染織有限公司 

・ 英文名称： ＱＩＮＧＤＡＯ ＪＩＦＡ ＬＯＮＧＳＨＡＮ ＤＹＥＩＮＧ 

      ＆ ＷＥＡＶＩＮＧ ＣＯ．，ＬＴＤ． 

・ 所在地：    中国山東省 即墨市龍山工業園内 

・ 出資者・出資比率： 

青島即髪龍山投資有限公司  ６５．０％（１３００万ドル） 

        双日株式会社        １７．５％（ ３５０万ドル） 

        豊田通商株式会社      １０．０％（ ２００万ドル） 

        大和紡績株式会社       ５．０％（ １００万ドル） 

        株式会社トーメン       ２．５％（  ５０万ドル） 

・ 資本金：   ２０００万ドル 

・ 総投資額：  約３０００万ドル 
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・ 生産品種：  綿・Ｔ／Ｃを中心とした高級シャツ地用先染織物／シャツ地・   

ボトム地用織物無地染 

・ 生産可能な後加工： 液体アンモニア加工、ピーチ起毛 

・ 生産予定数量： 先染織物織布・後整理加工 ― １５００万ｍ／年 

       織物無地染加工・後整理加工― １５００万ｍ／年  

合計３０００万ｍ／年 

・ 生産開始予定： ２００５年末稼動予定 

・ 生産設備：  

織布       ： 日本製エアージェット織機 

        無地染・後整理設備： スイス、ドイツ、日本製を中心に 

全て輸入の最新機種を導入。 

・ 技術指導：  染色加工・先染後整理加工： 日本有力染工場 

        先染織布：     大和紡績 

・ 中国側パートナー： 

青島即髪龍山投資有限公司： 青島即髪集団有限公司（＊） 

の１００％出資会社。 

（＊）青島即髪集団有限公司:  

中国ニット業界で売上、利益ともに第２位のメーカー。

傘下に日本、欧米との合弁企業２３社、従業員６千名

を有する有力繊維企業集団。 

直近の売上髙７０億円、税引き前利益１３億円。 

 

＜本事業における各社の狙い＞ 

双日株式会社： 

双日は、中国国内の有力紡績工場と長年にわたる深い取引関係を有し、中国

綿布は毎年１億５０００万㎡を輸入しており、日本Ｎｏ.1 のシェアを持ってい

ます。 

今回の合弁工場においても、その生産・取引背景・実績を最大限に活用し、

衣料用織物分野で差別化された商品開発を目指しています。また、同合弁工場

での染色加工機能、双日中国現地法人を活用した現地通貨決済や、実績に裏打

ちされた高度な生産管理機能をベースに、多様な機能と付加価値を加えた  

ＳＣＭの強化を目指しています。また同時に、中国素材に関する提案・発信機

能も更に充実させていきます。 

双日のアパレル部門は中国に多くの合弁・協力工場を有しており、短繊維織

物の原料から最終製品までのトータルＳＣＭを確立し、日本・欧米の客先への

中国における一気通貫型生産モデルの構築を目指しています。 
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豊田通商株式会社・株式会社トーメン： 

  豊田通商・トーメンは、両社の協力事業として各々の利点を生かし、綿花・

原料、テキスタイル、製品までのバリューチェーンに設備を絡めた機能を構

築し、欧米・日本向けの繊維事業を強化していきます。 

また、豊田通商・トーメンは、これまで実績を残してきた織物分野におい

て欧米・日本の客先のニーズに対応するため、合弁工場において高度の生産

管理を背景に企画・提案を製品に反映させた物作りを行っていきます。 

 さらに豊田通商は当該合弁会社へ世界最高水準の設備調達に協力し、中国

における繊維機械販売の地盤を強化致します。 

 

本件は繊維貿易記者クラブ（大阪）、貿易記者会（東京）、中部経済産業記者会

（名古屋）にて、同時に資料配布しております。 

 

 

本件に関する問合せ先：  

双日株式会社    広報部    電話：０３－５５２０－３１８４ 

豊田通商株式会社  広報・ＩＲ室 電話：０３－３２４２－８１９７ 

〃        〃     電話：０５２－５８４－５０１１ 

 株式会社トーメン  広報室    電話：０３－５２８８－２０８３        

 
 


